
JP 5334952 B2 2013.11.6

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　白色光を観察光として内視鏡で撮影した通常光観察画像、および、前記通常光観察画像
と同時に前記内視鏡によって撮影した、所定の狭帯域光を観察光として撮影した特殊光観
察画像を取得する画像取得手段と、
　前記画像取得手段が取得した通常光観察画像をローパスフィルタで処理して、処理済の
画像の平均値を求め、平均値との差が所定の閾値以上である画素を抽出し、抽出した画素
からなる画像を、前記特殊光観察画像に付与する画像処理手段とを有することを特徴とす
る画像処理装置。
【請求項２】
　白色光を観察光として内視鏡で撮影した通常光観察画像、および、前記通常光観察画像
と同時に前記内視鏡によって撮影した、所定の狭帯域光を観察光として撮影した特殊光観
察画像を取得する画像取得手段と、
　前記画像取得手段が取得した通常光観察画像をローパスフィルタで処理して、処理済の
画像における各画素の赤、緑および青の比、ならびに、赤、緑および青の比の平均値を求
め、この比の前記平均値との差が所定の閾値以上である画素を抽出し、抽出した画素から
なる画像を、前記特殊光観察画像に付与する画像処理手段とを有することを特徴とする画
像処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、白色光による通常光観察画像と特定の狭帯域光による特殊光観察画像との、
両者の特徴を生かした内視鏡による画像を可能にする画像処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、特定の狭い波長帯域光（狭帯域光）を観察光として生体の粘膜組織に照射し、生
体組織の所望の深さの組織情報を得る、いわゆる特殊光観察を行うことができる内視鏡装
置が活用されている。
　この特殊光観察によれば、粘膜層或いは粘膜下層に発生する新生血管の表層微細構造、
病変部の強調等、通常光（白色光）での観察像では得られない生体情報を簡単に可視化で
きる。例えば、観察対象が癌病変部である場合、表層組織の観察に適した青色（Ｂ）の狭
帯域光と、中深層組織の観察に適した緑色（Ｇ）の狭帯域光とを粘膜組織に照射すること
により、組織表層の微細血管や微細構造の状態がより詳細に観察できるため、病変部をよ
り正確に診断することができる。
【０００３】
　通常光観察および特殊光観察の機能を有する内視鏡装置として、特許文献１に示される
ような内視鏡装置が知られている。
　この内視鏡装置は、白色光を照射する光源と、白色光を赤（Ｒ）光にするＲフィルタ、
同緑（Ｇ）光にするＧフィルタ、および、同青（Ｂ）光にするＢフィルタを有する回転フ
ィルタとを有する光源装置、ならびに、入射光を分光せずに測定する撮像素子で画像を撮
影する内視鏡を用いるもので、いわゆる面順次で画像を撮影する内視鏡装置である。
【０００４】
　この特許文献１に記載される内視鏡装置は、回転フィルタとして、外周側の第１のフィ
ルタ組と、内衆側の第２のフィルタ組とを有する、二重構造の物を用いている。
　ここで、外周側の第１のフィルタ組は、各色の波長領域が互いに重なる（オーバーラッ
プする）分光特性を有する、通常光観察用のフィルタとなっている。他方、内周側の第２
のフィルタ組は、各色の波長領域が互いに離間する、離散的な狭帯域の分光特性を有する
、特殊光観察用のフィルタとなっている。
　従って、この内視鏡装置によれば、回転フィルタの回転軸を移動することにより、通常
光観察を行なう場合には第１のフィルタ組を光路に作用させ、特殊光観察を行なう場合に
は、第２のフィルタ組を光路に作用させることで、通常光観察および特殊光観察の両方を
行なうことができる。
【０００５】
　しかしながら、この内視鏡装置では、通常光観察と特殊光観察とを切り換えるためには
、回転フィルタの切り替えが必要である。そのため、同じ生体組織において、通常光観察
と特殊光観察との両者を同時に観察することができない。
　これに対して、通常光観察と特殊光観察との同時観察を可能にするための提案が、各種
、行なわれている。
【０００６】
　例えば、特許文献２には、回転方向に２分割した回転フィルタによって、通常光と特殊
光とによる撮影を所定の期間で交互に行なって記憶し、所定のタイミングで、画像を読み
出し、互いに異なる処理を施して、通常光観察画像と特殊光観察画像とを（略）同時に取
得する内視鏡装置（電子内視鏡システム）が記載されている。
　この内視鏡装置では、このようにして同時期に取得した通常光観察画像と特殊光観察画
像とを、切り替え表示し、あるいは１画面に並べて表示し、あるいは重ねて（２画像の合
成）表示することで、通常光観察画像と特殊光観察画像との同時観察を行なっている。
【０００７】
　また、特許文献３には、帯域制限して撮影したＲ、ＧおよびＢ画像からなるカラー画像
を、ローパスフィルタやバンドパスフィルタで処理することにより、通常光観察画像の画
像信号と特殊光画像の画像信号を生成することで、通常光観察画像と特殊光観察画像とを



(3) JP 5334952 B2 2013.11.6

10

20

30

40

50

同時に取得する内視鏡装置が記載されている。
　この内視鏡装置でも、取得した通常光観察画像と特殊光観察画像とを、切り替え表示し
、あるいは１画面に並べて表示することで、通常光観察画像と特殊光観察画像との同時観
察を行なっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特許第３５５９７５５号公報
【特許文献２】特開２００４－３２１２４４号公報
【特許文献３】特開２００８－４３６０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　特許文献２および特許文献３に記載される内視鏡装置によれば、同一の生体組織におい
て、特殊光画像と通常光画像とを、同時に表示して、観察することができる。
　しかしながら、これらの文献に記載される装置では、特殊光観察画像と通常光観察画像
とを見比べる必要が有るので、診察時には手間が残り、未だ、表層の微細血管を観察し易
い等の特殊光観察画像の利点、明るく、奥行き方向も含めた撮影領域全体の構成や状態を
認識し易い等の通常光観察画像の利点など、通常光観察画像と特殊光観察画像との両者の
特性を十分に生かした、内視鏡観察画像を得られるには至っていない。
【００１０】
　本発明の目的は、前記従来技術の問題点を解決することにあり、同時（略同時）に内視
鏡で撮影した通常光観察画像と特殊光観察画像とを取得して、通常光観察画像と特殊光観
察画像との特性を十分に生かした画像を表示することができる画像処理装置を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記目的を達成するために、本発明の内視鏡装置は、白色光を観察光として内視鏡で撮
影した通常光観察画像、および、前記通常光観察画像と同時に前記内視鏡によって撮影し
た、所定の狭帯域光を観察光として撮影した特殊光観察画像を取得する画像取得手段と、
　前記画像取得手段が取得した通常光観察画像に所定の処理を施し、前記所定の処理によ
って生成した通常光観察画像の情報を、前記特殊光観察画像に付与する画像処理手段とを
有することを特徴とする画像処理装置を提供する。
【００１２】
　このような本発明の内視鏡装置において、前記画像処理手段は、前記所定の処理として
、前記通常光観察画像に周波数処理を行なうのが好ましい。
　この際において、前記画像処理手段は、前記通常光観察画像をローパスフィルタで処理
する機能、および、前記通常光観察画像をバンドパスフィルタで処理する機能の１以上を
有するのが好ましい。また、前記画像処理手段は、前記通常光観察画像をローパスフィル
タで処理して、処理済の画像の平均値を求め、平均値との差が所定の閾値以上である画素
を抽出する機能を有するのが好ましい。さらに、前記画像処理手段は、前記通常光観察画
像をローパスフィルタで処理して、処理済の画像における各画素の赤、緑および青の比、
ならびに、赤、緑および青の比の平均値を求め、この比の前記平均値との差が所定の閾値
以上である画素を抽出する機能を有するのが好ましい。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の画像処理装置は、白色光を観察光として内視鏡で撮影した通常光観察画像、お
よび、この通常光観察画像と（略）同時に同一位置を内視鏡で撮影した、特定の狭帯域光
を観察光とする特殊光観察画像を取得して、通常光観察画像に所定の処理を施した後に、
画像合成等によって、処理済の通常光観察画像の情報を特殊光観察画像に付与した画像を
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生成する。
　そのため、本発明の画像処理装置によれば、特殊光観察画像に、例えばローパスフィル
タ等で周波数処理を行なった通常光観察画像の情報を付与することにより、特殊光観察で
は不明確になりがちな生体表面の構造や状態の情報、光量が不足して観察しにくい観察視
野の奥の方の情報を、特殊光観察による表層の毛細血管や中深層の太い血管等を好適に再
生した画像に付与した画像を生成できる。
【００１４】
　従って、本発明によれば、同時に同一位置を撮影した特殊光観察画像と通常光観察画像
とを用い、表層の毛細血管や中深層の太い血管等を好適に再生した特殊光観察画像を基本
にして、奥行きを含めた撮影領域全体の構成や状態を認識し易い通常光観察画像の情報を
付与してなる、通常光観察画像と特殊光観察画像との特性を十分に生かした画像を生成し
て、表示することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の内視鏡装置の一例を概念的に示す図である。
【図２】図１に示す内視鏡装置の構成を概念的に示すブロック図である。
【図３】（Ａ）および（Ｂ）は、図１に示される内視鏡装置に用いられる回転フィルタの
一例を概念的に示す図である。
【図４】図１に示す内視鏡装置の処理系を概念的に示すブロック図である。
【図５】本発明の内視鏡装置の別の例の構成を概念的に示すブロック図である。
【図６】本発明の内視鏡装置の別の例の構成を概念的に示すブロック図である。
【図７】図６に示す内視鏡装置における観察光の分光特性の一例を概念的に示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の画像処理装置について、添付の図面に示される好適実施例に基づいて詳
細に説明する。
【００１７】
　図１に、本発明の画像処理装置を利用する内視鏡装置の一例の概略斜視図を示し、図２
に、図１に示す内視鏡装置の構成を概念的に示す。
【００１８】
　図示例の内視鏡装置１０は、一例として、内視鏡１２と、内視鏡１２が撮影した画像の
処理等を行なうプロセッサ装置１４と、内視鏡１２での観察（撮影）を行なうための観察
光（照明光）を供給する光源装置１６とを有して構成される。
　また、プロセッサ装置１４は、内視鏡が撮影した画像を表示する表示装置１８と、各種
の指示等を入力するための入力装置２０とを有する（表示装置１８および入力装置２０が
接続される）。さらに、プロセッサ装置１４は、内視鏡が撮影した画像をハードコピーと
して出力するプリンタ（記録装置）を有してもよい。
　図示例の内視鏡装置１０においては、このプロセッサ装置１４が、本発明の画像処理装
置を構成するものである。
【００１９】
　図２に示すように、内視鏡１２は、ＣＣＤセンサ４８等の撮像素子を用いて、画像を光
電的に撮影する、電子内視鏡である。この内視鏡１２は、通常の内視鏡と同様、挿入部２
６と、操作部２８と、ユニバーサルコード３０と、コネクタ３２と、ビデオコネクタ３６
とを有する。
　内視鏡１２は、観察時（診断時）には、ビデオコネクタ３６をプロセッサ装置１４の接
続部１４ａに、コネクタ３２を光源装置１６の接続部１６ａに、それぞれ接続される。な
お、コネクタ３２には、通常の内視鏡と同様、観察部位の吸引や送気を行なう吸引手段や
送気手段、観察部位に水を噴射するための吸水手段等が接続される。
【００２０】
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　また、通常の内視鏡と同様、内視鏡１２の挿入部２６は、基端側の長尺な軟性部３８と
、ＣＣＤセンサ４８等が配置される先端のスコープ部（内視鏡先端部）４２と、軟性部３
８とスコープ部４２との間の湾曲部（アングル部）４０とを有し、さらに、操作部２８に
は、湾曲部４０を湾曲させる、操作ノブ２８ａ等が設けられる。
【００２１】
　図２に概念的に示すように、スコープ部４２には、撮影レンズ４６、ＣＣＤセンサ４８
、照明用レンズ５０、および、光ファイバ５２や、レンズ等を保護するためカバーガラス
（図示省略）等が配置される。
【００２２】
　なお、図示は省略するが、内視鏡１２には、鉗子等の各種の処置具を挿通するための鉗
子チャンネルおよび鉗子口、吸引、送気、送水等を行うための送気／送水チャンネルおよ
び送気／送水口等も設けられる。
　鉗子チャンネルは、湾曲部４０および軟性部３８を通って操作部２８に設けられる鉗子
挿入口に連通し、送気／送水チャンネルは、湾曲部４０、軟性部３８、操作部２８、およ
びユニバーサルコード３０を通って、コネクタ３２の吸引手段、送気手段、送水手段との
接続部に連通する。
【００２３】
　光ファイバ５２は、湾曲部４０、軟性部３８、操作部２８、およびユニバーサルコード
３０を通って、光源装置１６に接続されるコネクタ３２まで挿通されている。
　後述する光源装置１６が照射する観察光は、コネクタ３２から光ファイバ５２に入射し
て、光ファイバ５２で伝搬されて、スコープ部４２において、光ファイバ５２の先端部か
ら照明用レンズ５０に入射して、照明用レンズ５０によって観察部位に照射される。
【００２４】
　また、観察光が照射された観察部位の画像は、撮影レンズ４６によってＣＣＤセンサ４
８の受光面に結像される。
　図示例の内視鏡装置１０において、内視鏡１２に用いられるＣＣＤセンサ４８は、受光
面に入射した光を、Ｒ（赤）、Ｂ（青）およびＧ（緑）などの帯域光に分光することなく
測光する、いわゆるモノクロのＣＣＤセンサである。ＣＣＤセンサ４８は、後述する光源
装置１６から供給されるＲ光、Ｇ光、Ｂ光およびＢの狭帯域光を観察光として、いわゆる
面順次で、観察部位の撮影を行なう。
【００２５】
　なお、本発明において、撮像素子はＣＣＤセンサ４８に限定はされず、ＣＭＯＳイメー
ジセンサ等、公知の各種の撮像素子が利用可能である。
【００２６】
　ＣＣＤセンサ４８の出力信号は、信号線によって、スコープ部４２から湾曲部４０、軟
性部３８、操作部２８、ユニバーサルコード３０、およびコネクタ３２を通ってビデオコ
ネクタ３６に送られる。
【００２７】
　図示例においては、ビデオコネクタ３６に、ＡＦＥ（Analog Front End）基板５６が配
置される。
　ＡＦＥ基板５６には、一例として、相関二重サンプリング回路、アンプ（自動利得制御
回路）、およびＡ／Ｄ変換器が配置される。ＣＣＤセンサ４８の出力信号は、ＡＦＥ基板
５６において、相観二重サンプリングによるノイズ除去、アンプによる増幅を行なわれ、
さらに、Ａ／Ｄ変換器によってアナログ信号からデジタル信号に変換されて、デジタルの
画像信号として、プロセッサ装置１４（後述するＤＳＰ７６）に、出力される。
　なお、本発明の内視鏡装置において、これらの処理は、ビデオコネクタ３６ではなく、
コネクタ３２で行なってもよく、あるいは、プロセッサ装置１４で行なってもよい。
【００２８】
　前述のように、内視鏡装置１０において、内視鏡１２のコネクタ３２は、光源装置１６
の接続部１６ａに接続される。
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　光源装置１６は、生体内での観察を行なうための観察光を内視鏡１２に供給するもので
ある。前述のように、光源装置１６から内視鏡１２に供給された観察光は、コネクタ３２
から光ファイバ５２に入射して伝搬されて、スコープ部４２から観察部位に照射される。
【００２９】
　図２に概念的に示すように、内視鏡装置１０において、光源装置１６は、光源６０と、
コリメータレンズ６２と、回転フィルタ６４と、集光レンズ６８と、光ファイバ７０と、
回転駆動源７２と、前述の接続部１６ａとを有する。
【００３０】
　光源６０は、観察光となる光を照射する光源である。
　図示例の内視鏡装置１０の光源装置１６において、光源６０は、キセノンランプや自然
光ＬＥＤ等、公知の内視鏡装置等で利用されている白色光を照射可能な光源が、各種、利
用可能である。
【００３１】
　光源６０が照射した白色光は、コリメータレンズ６２によって平行光に整形され、回転
フィルタ（フィルタターレット）６４に入射する。
　図３（Ａ）に、回転フィルタ６４の概念図を示す。回転フィルタ６４は、白色光をＲ光
にするＲフィルタ７４ｒ、白色光をＧ光にするＧフィルタ７４ｇ、および、白色光をＢ光
にするＢフィルタ７４ｂと、白色光をＢの狭帯域光にする狭帯域Ｂフィルタ７４ｎｂとの
、４つのフィルタを有するものである。
【００３２】
　Ｒ、ＧおよびＢの各フィルタは、画像をＲＧＢの３原色に分光するカラー画像の撮影に
利用される、公知の色フィルタである。
　また、狭帯域Ｂ光とは、例えば、波長が３８０～４８０ｎｍの範囲内で分光分布におけ
る波長帯域が７５ｎｍ以下の光である。具体的には、内視鏡における、いわゆる特殊光観
察（狭帯域光観察）で利用される各種のＢの狭帯域光が例示され、より具体的には、波長
が３９０～４４５ｎｍの範囲に入る光、特に、波長が４００±１０ｎｍで中心波長が４０
５ｎｍの光等が例示される。
　狭帯域Ｂフィルタ７４ｎｂは、白色光を、このようなＢの狭帯域光（以下、狭帯域Ｂ光
とする）にできるフィルタが、各種、利用可能である。
【００３３】
　回転フィルタ６４は、後述するプロセッサ装置１４の制御部１４ｂに駆動（回転）を制
御される回転駆動源７４によって、回転軸６４ａを中心に回転され、各フィルタを、順次
、コリメータレンズ６２を通過した光の光路に挿入される。
　すなわち、光源６０が照射した白色光は、挿入される回転フィルタ６４の各フィルタに
よって、Ｒ光、Ｇ光、Ｂ光、および狭帯域Ｂ光に、時分割される。
【００３４】
　回転フィルタ６４の各フィルタを通過した光は、集光レンズ６８によって集光されて光
ファイバ７０の入射端面に入射する。
　光ファイバ７０に入射した光は、伝搬され、接続部１６ａから、内視鏡１２のコネクタ
３２を経て、内視鏡１２の光ファイバ５２に入射して伝搬され、観察光としてスコープ部
４２から観察部位に照射され、ＣＣＤセンサ４８が観察部位の画像を撮影する。
【００３５】
　前述のように、光源装置１６は、回転フィルタ６４によって、光源６０が照射した白色
光を、Ｒ光、Ｇ光、Ｂ光、および狭帯域Ｂ光に、時分割して観察光を供給する。従って、
内視鏡１２には、Ｒ光、Ｇ光、Ｂ光、および狭帯域Ｂ光が、順次、繰り返し、供給され、
スコープ部４２から観察部位に照射される。
　ＣＣＤセンサ４８は、同じく制御部１４ｂによる制御の下、回転フィルタ７４に同期し
て（回転フィルタ７４の回転に応じたタイミングで）、各色の光による画像の撮影（サン
プリング）を、順次、行なう。すなわち、モノクロのＣＣＤセンサ４８は、Ｒ光、Ｇ光、
Ｂ光、および狭帯域Ｂ光の照射に対応して、Ｒ画像、Ｇ画像、Ｂ画像、および狭帯域Ｂ画
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像を、面順次で撮影する。
　内視鏡装置１０のプロセッサ装置１４は、このＲ画像、Ｇ画像およびＢ画像から、白色
光を観察光とする通常光観察画像を得、狭帯域Ｂ画像およびＧ画像から、特殊光を観察光
とする特殊光観察画像を得る。すなわち、内視鏡装置１０によれば、同時（略同時）に撮
影した通常光観察画像および特殊光観察画像を得ることができる。この点に関しては、後
に詳述する。
【００３６】
　なお、図示例の内視鏡装置１０に用いられる光源装置１６において、回転フィルタ６４
は、図３（Ａ）に示される、４つのフィルタを有する構成に限定はされない。
　例えば、図３（Ｂ）に示されるように、Ｒフィルタ７４ｒ、Ｇフィルタ７４ｇ、Ｂフィ
ルタ７４ｂ、および狭帯域Ｂフィルタ７４ｎｂに加え、さらに、白色光を狭帯域のＧ光に
する狭帯域Ｇフィルタ７４ｎｇを有する、５つのフィルタを有する回転フィルタも、好適
に利用可能である。
　この場合には、プロセッサ装置１４は、Ｒ画像、Ｇ画像およびＢ画像から、白色光を観
察光とする通常光観察画像を、狭帯域Ｂ画像および狭帯域のＧ光による狭帯域Ｇ画像から
、特殊光を観察光とする特殊光観察画像を、それぞれ同時に得ることができる。
【００３７】
　なお、Ｇの狭帯域光とは、例えば、波長が４８０～５８０ｎｍの範囲内で分光分布にお
ける波長帯域が７５ｎｍ以下の光である。具体的には、内視鏡における、いわゆる特殊光
観察で利用される各種のＧの狭帯域光が例示され、より具体的には、波長が５３０～５５
０ｎｍの範囲に入る光等が例示される。
　狭帯域Ｇフィルタ７４ｎｇは、白色光を、このようなＧの狭帯域光（以下、狭帯域Ｇ光
とする）にできるフィルタが、各種、利用可能である。
【００３８】
　光源装置１６からの観察光が照射された観察部位の画像は、ＣＣＤセンサ４８によって
撮影される。
　ＣＣＤセンサ４８が撮影した画像（ＣＣＤセンサ４８の出力信号）は、前述のように、
ＡＦＥ基板５６によってＡ／Ｄ変換等の処理を行なわれて、デジタルの画像信号（画像デ
ータ／画像情報）として、プロセッサ装置１４に供給される。
【００３９】
　プロセッサ装置１４は、内視鏡１２から供給（出力）された画像信号（以下、単に画像
とも言う）に所定の処理を施して、内視鏡１２が撮影した画像として表示装置１８に表示
すると共に、内視鏡装置１０の制御を行なうもので、画像の処理部１４ａおよび自身を含
む内視鏡装置１０の全体を制御する制御部１４ｂを有する。
【００４０】
　図４に、プロセッサ装置１４における画像の処理部１４ａを、ブロック図によって概念
的に示す。
　図４に示すように、処理部１４ａは、ＤＳＰ７６と、記憶部７８と、特殊光画像生成部
８０と、通常光画像処理部８２と、画像合成部８４と、表示信号生成部８６とを有する。
【００４１】
　プロセッサ装置１４において、内視鏡１２から供給された画像（Ｒ画像、Ｇ画像、Ｂ画
像および狭帯域Ｂ画像）は、ＤＳＰ７６に供給される。
　ＤＳＰ７６は、公知のＤＳＰ(Digital Signal Processor)であって、供給された画像に
、ガンマ補正、色補正処理等の所定の処理を施した後、記憶部（メモリ）７８の所定領域
に記憶させる。
【００４２】
　画像が記憶部７８に記憶されると、特殊光画像生成部８０が記憶部７８から狭帯域Ｂ画
像およびＧ画像を読み出して、特殊光観察画像を生成する。また、通常光画像処理部８２
が、記憶部７８からＲ、ＧおよびＢの画像を読み出して、通常光観察画像を生成し、この
通常光観察画像から、特殊光観察画像に合成するための合成用画像を生成する。
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　前述のように、このＲ、Ｇ、Ｂおよび狭帯域Ｂ画像は、回転フィルタ６４の回転によっ
て同時に撮影された画像であり、従って、この特殊光観察画像と通常光観察画像とは、同
時に撮影された画像である。
【００４３】
　特殊光画像生成部８０は、読み出し部８０ａおよび画像処理部８０ｂを有する。
　読み出し部８０ａは、前述のように、記憶部７８に記憶された各色の画像のうち、特殊
光観察画像となる狭帯域Ｂ画像およびＧ画像を読み出して、画像処理部８０ｂに供給する
部位である。
【００４４】
　なお、光源装置１６の回転フィルタが、図３（Ｂ）に示されるような狭帯域Ｇフィルタ
７４ｎｇを含む５つのフィルタを有する場合には、内視鏡１２から供給された画像は、Ｒ
、Ｇ、ＢおよびＢ狭帯域の各画像に、狭帯域Ｇ画像を加えた５画像となる。
　この場合には、読み出し部８０ａは、Ｇ画像は読み出さず、特殊光観察画像となる画像
として、記憶部７８から、狭帯域Ｂ画像および狭帯域Ｇ画像を読み出して、画像処理部８
２ｂに供給する。さらに、特殊光画像生成部８０における以下の処理は、Ｇ画像に変えて
、狭帯域Ｇ画像に対して行なわれる。
【００４５】
　画像処理部８０ｂは、狭帯域Ｂ画像およびＧ画像を処理して、特殊光観察画像とする部
位である。
　表示画像（プロセッサ装置１４からの出力画像）は、Ｒ、ＧおよびＢの３つのサブピク
セルで１つの画素を構成する。しかしながら、図示例においては、特殊光観察画像となる
画像は、狭帯域Ｂ画像およびＧ画像しか無い。そのため、画像処理部８２ｂは、最初に、
Ｇ画像を表示に対応するＲ画素に割り付け、狭帯域Ｂ画像を表示に対応するＧ画素および
Ｂ画素に割り付けて、表示に対応するＲ、ＧおよびＢの３つのサブピクセルを１画素とす
る画像とする。
　なお、画像の割り付けに先立ち、必要に応じて、画像に所定の係数を乗じる等、画像の
処理（補正）を行なってもよい。
【００４６】
　その後、画像処理部８０ｂは、Ｒ、ＧおよびＢに割り付けた画像に対して、３×３のマ
トリクス処理、階調変換処理、３次元ＬＵＴ処理などによる色変換処理；　画面内の血管
と粘膜との色味の差をつけて血管を見易くなるように、画像の平均的な色味よりも血管と
粘膜との色味の差をつける方向に強調する色彩強調処理；　シャープネス処理や輪郭強調
などの像構造強調処理；　等を行なって、特殊光観察画像として、画像合成部８４に供給
する。
【００４７】
　他方、通常光画像処理部８２は、読み出し部８２ａ、画像処理部８２ｂ、および、合成
用画像生成部８２ｃを有する。
　読み出し部８２ａは、前述のように、記憶部７８に記憶された各色の画像のうち、通常
光観察画像となるＲ画像、Ｇ画像およびＢ画像を読み出して、画像処理部８２ｂに供給す
る部位である。
【００４８】
　画像処理部８２ｂは、Ｒ、ＧおよびＢ画像に対して、３×３のマトリクス処理、階調変
換処理、３次元ＬＵＴ処理などによる色変換処理；　画面内の血管と粘膜との色味の差を
つけて血管を見易くなるように、画像の平均的な色味よりも血管と粘膜との色味の差をつ
ける方向に強調する色彩強調処理；　シャープネス処理や輪郭強調などの像構造強調処理
；　等を行なって、通常光観察画像として、合成用画像生成部８２ｃに供給する。
【００４９】
　合成用画像生成部８２ｃは、画像処理部８２ｂが生成した通常光観察画像に、所定の処
理を施して、特殊光画像生成部８０が生成した特殊光画像に合成（特殊光観察画像に、通
常光観察画像の情報を付与）するための合成用画像を生成し、画像合成部８４に供給する
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部位である。
【００５０】
　図示例において、合成用画像生成部８２ｃでは、一例として、画像処理部８２ｂが生成
した通常光観察画像に対して、ローパスフィルタ（ＬＰＦ）やバンドパスフィルタ（ＢＰ
Ｆ）等を用いた周波数処理を施して、合成用画像を生成する。
【００５１】
　周知のように、狭帯域Ｂ光およびＧ光（好ましくは、狭帯域Ｇ光）を用いた特殊光観察
によれば、例えば、粘膜表層の微細血管や粘膜中深層の太い（太めの）血管を撮影するこ
とができる（これらの血管の情報が得られる）。
　その反面、特殊光観察画像は、狭帯域光を用いるために、光量が低く、観察視野の奥の
方が暗く、撮影場所等によっては光量不足で画像情報が得られない場合も有る。また、狭
帯域Ｂ光および（狭）帯域Ｇ光での観察であるので、生体表面の凹凸など、観察する生体
表面の構造や状態も、視認し難くなってしまう。
　これに対し、通常光観察画像は、白色光での高光量の撮影が可能であるために、奥行き
方向も含めて、観察視野全域を十分な光量で撮影できる。また、白色光での撮影であるの
で、生体表面の凹凸など、生体表面の構造や状態も、視認し易い画像が得られる。
【００５２】
　そのため、通常光観察画像を、ＬＰＢや、低周波数の所定周波数帯を通過させるＢＰＦ
で処理することにより、特殊光観察画像で好適に観察可能な表層微細血管と中深層の太い
血管等を除去し、かつ、特殊光観察画像では得るのが困難な、観察視野の奥の方の情報や
、生体表面の凹凸などの生体表面の構造や状態の情報を残した画像が得られる。
　従って、このように処理した通常光観察画像を合成用画像として、特殊光観察画像に合
成することにより、表層の微細血管や中深層の太い血管等を撮影した特殊光観察画像に、
奥行きを含めた撮影領域全体の構成や状態を再生した通常光観察画像の情報を付与してな
る、通常光観察画像と特殊光観察画像との特性を十分に生かした画像を生成できる。
【００５３】
　本発明において、合成用画像生成部８２ｃにおける、通常光観察画像から合成用画像を
生成するための処理は、１種に限定されない。すなわち、合成用画像生成部８２ｃは、Ｌ
ＰＦとＢＰＦなどの複数種のフィルタや、通過帯域が異なる複数種のＬＰＦ等、複数のフ
ィルタを有し、使用するフィルタを、適宜、選択して、通常光観察画像を処理して、合成
用画像を生成してもよい。
　例えば、ＬＰＦで処理した画像とＢＰＦで処理した画像の合成や、通過帯域の異なる複
数種のＬＰＦ（ＢＰＦ）からフィルタを選択しての処理等、異なる複数種の処理を用意し
て、選択できるようにしておき、入力装置２０あるいはさらに内視鏡１２の操作部２８に
設けた指示／入力手段によって、所望の画質（画像）に応じて、合成用画像生成部８２ｃ
での処理（作成する合成用画像）を、適宜、選択できるようにしておいてもよい。
【００５４】
　さらに、このようなフィルタを用いる周波数処理と、各種の演算処理とを組み合わせて
、合成用画像を生成してもよい。
　一例として、通常光観察画像をＬＰＦで処理して、ＬＰＦ処理で得られた画像の平均値
を求め、平均値との差が、適宜、設定した閾値以上である画素を抽出して、抽出した画素
からなる画像を合成用画像とする処理が例示される。
【００５５】
　別の例として、同様に、通常光観察画像をＬＰＦで処理して、ＬＰＦ処理で得られた画
像について、各画素のＲ、ＧおよびＢの比、ならびに、この比の平均値を求め、この比が
、平均値との差が、適宜、設定した閾値以上である画素を抽出して、抽出した画素からな
る画像を合成用画像とする処理が例示される。
　このような処理を行なって生成した合成用画像は、共に、画像の平均値とのズレを考慮
した画像であるので、表層微細血管や中深層血管を除去し、かつ、観察視野の奥の方の情
報を十分に確保した上で、凹凸などの、生体表面の構造や状態などの変化がある場所を、
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より好適に検出できる合成用画像を得ることができる。
　また、合成用画像生成部８２ｃは、前述の周波数処理（あるいはさらに合成）による合
成用画像生成（１種もしくは複数種）、ＬＰＢ処理画像の平均値を用いる合成用画像生成
、および、ＬＰＢ処理画像のＲＧＢ比を用いる合成用画像生成などの機能を有し、先と同
様にして、何れかの合成用画像生成方法を、選択できるようにしてもよい。
【００５６】
　合成用画像生成部８２ｃは、通常光観察画像に周波数処理等の所定の処理を施して、合
成用画像を生成したら、生成した合成用画像を画像合成部８４に供給する。
　画像合成部８４は、通常光画像処理部８２から供給された合成用画像と、特殊光画像生
成部８０から供給された通常光観察画像とを合成して、表示装置１８に表示するための合
成画像として、表示信号生成部８６に供給する。
　画像合成部８４における画像合成方法には、特に限定はなく、公知の画像合成方法が、
各種、利用可能である。
【００５７】
　ここで、周知のように、特殊光観察で撮影した表層の微細血管は青味を帯び、同中深層
の血管は緑味を帯びている。すなわち、特殊光観察画像は、実際の生体の色味とは異なり
、不自然さや違和感を感じる場合も有る。
　これに応じて、必要に応じて、特殊光観察画像への合成用画像の合成に先立ち、特殊光
観察画像から表層微細血管や中深層血管を抽出して、色味が生体本来の色味に対応するよ
うに、色変換処理を行なってもよい。
【００５８】
　色変換は、色／濃度補正等の公知の方法で行なえばよい。また、表層微細血管や中深層
血管の抽出は、例えば、ハイパスフィルタ（ＨＰＦ）や通過する周波数帯域が高めのＢＰ
Ｆ等を用いた周波数処理で行なえばよい。
　なお、このような特殊光観察画像の処理は、表示信号生成部８６で行なってもよく、あ
るいは、特殊光画像生成部８０の画像処理部８０ｂで行なってもよい。さらに、このよう
な特殊光観察画像の色変換の実施の有無を選択できるようにしてもよい。
【００５９】
　表示信号生成部８６は、画像合成部８４から供給された合成画像に、色空間の変換や拡
大／縮小等の必要な処理を行い、また、画像の割り付けや被検者の氏名などの文字情報の
組み込み等の必要な処理を行なって、合成画像を組み込んだ表示用の画像を生成し、表示
装置１８に、この画像を表示させる。
【００６０】
　なお、表示信号生成部８６は、合成画像のみならず、入力装置２０や内視鏡１２の操作
部２８に設けられた指示手段による指示に応じて、特殊光画像生成部８０や通常光画像処
理部８２から画像を受け取り、表示装置１８に、合成画像のみならず、通常光観察画像や
特殊光観察画像を表示させるようにしてもよい。
　この際には、全ての画像を表示装置１８に表示してもよく、適宜選択された２以上の画
像を表示装置１８に表示してもよく、適宜選択された１画像を表示装置１８に表示しても
よい。さらに、３画像表示や２画像表示などの表示形態や、表示する画像を、トグル式に
切り替え可能にしてもよい。
【００６１】
　以下、内視鏡装置１０の作用の一例を説明する。
　入力装置２０によって、内視鏡１２による撮影開始が指示されると、光源装置１６の光
源６０が点灯し、回転駆動源７２が回転フィルタ６４の回転を開始し、さらに、ＣＣＤセ
ンサ４８が、回転フィルタ６４の回転に同期して撮影（測光）を開始する。
【００６２】
　光源６０が照射した光は、コリメータレンズ６２が成形し、回転フィルタ６４が、Ｒ光
、Ｇ光、Ｂ光、および狭帯域Ｂ光（あるいはさらに狭帯域Ｇ光）に時分割して、集光レン
ズ６８が光ファイバ７０に入射させる。
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　光ファイバ７０は、入射した光を伝搬して、観察光として、接続部１６ａから内視鏡１
２のコネクタ３２に供給する。
【００６３】
　内視鏡１２のコネクタ３２に供給された観察光は、光ファイバ５２がスコープ部４２ま
で伝搬して、スコープ部４２において、光ファイバ５２の先端から出射して、照明用レン
ズ５０によって観察部位（生体内）に照射される。
　観察光が照射された観察部位の画像は、撮影レンズ４６によってＣＣＤセンサ４８の受
光面に結像され、ＣＣＤセンサ４８によって撮影（測光）され、Ｒ画像、Ｇ画像、Ｂ画像
および狭帯域Ｂ画像が、面順次で撮影される。
　ＣＣＤセンサ４８の出力信号は、ＡＦＥ基板５６に供給される。ＡＦＥ基板５６は、Ｃ
ＣＤセンサ４８の出力信号に、相関二重サンプリングによるノイズ除去、増幅、Ａ／Ｄ変
換等を行い、されて、デジタルの画像信号として、プロセッサ装置１４（処理部１４ａ）
のＤＳＰ７６に供給する。
【００６４】
　ＤＳＰ７６は、供給された画像（画像信号）にガンマ補正、色補正処理等の所定の処理
を施した後、処理済の画像を記憶部７８の所定部位に記憶させる。
　画像信号が記憶部７８に記憶されると、特殊光画像生成部８０では、読み出し部８０ａ
が、記憶部７８から狭帯域Ｂ画像およびＧ画像を読み出して、画像処理部８０ｂに供給す
る。また、通常光画像処理部８２では、読み出し部８２ａが、記憶部７８からＲ画像、Ｇ
画像およびＢ画像を読み出して、画像処理部８２ｂに供給する。
【００６５】
　特殊光画像生成部８０では、画像処理部８０ｂが、Ｇ画像を表示のＲ画素に割り付け、
狭帯域Ｂ画像を表示のＢおよびＧ画素に割りつけて、３つのサブピクセルからなる画素と
し、さらに、画像に、色変換処理、色彩強調処理および像構造強調処理を行なって、特殊
光観察画像として、画像合成部８４に供給する。
【００６６】
　他方、通常光画像処理部８２では、画像処理部８２ｂが、色変換処理、色彩強調処理お
よび像構造強調処理を行なって、通常光観察画像の画像として、合成用画像生成部８２ｃ
に供給する。
　通常光観察画像を供給された合成用画像生成部８２ｃは、供給された通常光観察画像を
例えばＬＰＦによって処理して、合成用画像を生成する。
　合成用画像を生成したら、合成用画像生成部８２ｃは、生成した合成用画像を、画像合
成部８４に供給する。
【００６７】
　画像合成部８４は、特殊光画像生成部８０から供給された特殊光観察画像に、通常光画
像処理部８２から供給された合成用画像を合成して、特殊光観察画像に、通常光観察画像
が有する観察視野の奥の方の情報や、凹凸等の生体表面の状態や構造の情報を付与した合
成画像を生成し、表示信号生成部８６に供給する。
　合成画像を供給された表示信号生成部８６は、この合成画像を組み込んだ表示用の画像
を生成し、この画像を、表示装置１８に表示させる。
【００６８】
　以上の例は、本発明の画像処理装置を、Ｒ光、Ｇ光、Ｂ光および狭帯域Ｂ光のフィルタ
を有する回転フィルタ６４を用いる光源装置１６と、モノクロのＣＣＤセンサ４８を用い
る内視鏡１２とを有する内視鏡装置１０に利用した例であるが、本発明は、これに限定は
されない。
　すなわち、本発明の画像処理装置（図示例のプロセッサ装置１４）は、通常光観察画像
および特殊光観察画像と成り得る画像を、同時（もしくは略同時）に撮影可能な光源装置
および内視鏡を用いる内視鏡装置に、各種、利用可能である。
【００６９】
　例えば、図１および図２に示す内視鏡装置１０において、光源装置１６の回転フィルタ
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を無くし、さらに、内視鏡１２のＣＣＤセンサを、モノクロのＣＣＤセンサ４８ではなく
、入射した光を、Ｒ光、Ｇ光、Ｂ光および狭帯域Ｂ光（あるいはさらに狭帯域Ｇ光）に分
光して同時に測光する４色（５色）のＣＣＤセンサに変更して、Ｒ画像、Ｇ画像、Ｂ画像
および狭帯域Ｂ画像を撮影して、先と同様にして、同時に撮影された通常光観察画像およ
び特殊光観察画像を得る構成が、例示される。
【００７０】
　別の例として、図１および図２に示す内視鏡装置１０において、光源装置１６の回転フ
ィルタ６４を、無色透明フィルタ（あるいは素抜け部）と白色光を狭帯域Ｂ光にする狭帯
域Ｂフィルタとを回転方向に有する回転フィルタに変更し、内視鏡１２のモノクロのＣＣ
Ｄセンサ４８を、通常のカラーのＣＣＤセンサに変更する構成が、例示される。
　なお、通常のカラーのＣＣＤセンサとは、一般的な内視鏡やデジタルカメラ等に利用さ
れている、入射した光を、Ｒ光、Ｇ光およびＢ光の３原色に分光して同時に測光するセン
サである。
【００７１】
　この構成では、光源装置は、回転フィルタの回転によって、観察光として、無色透明フ
ィルタを通過した白色光と、狭帯域Ｂフィルタを通過した狭帯域Ｂ光とを、交互に内視鏡
に供給する。これに対応して、内視鏡のカラーのＣＣＤセンサは、回転フィルタの回転に
同期して、白色光を観察光とするＲ、ＧおよびＢ画像からなる通常光観察画像と、狭帯域
Ｂ光を観察光とする狭帯域Ｂ画像を、交互に撮影して、出力する。
　これにより、プロセッサ装置１４の記憶部７８には、前述の例と同様に、同時に撮影さ
れたＲ、ＧおよびＢ画像、ならびに、狭帯域Ｂ画像が記憶される。
　従って、先と同様に、記憶部７８に記憶した画像から、特殊光画像生成部８０がＲ、Ｇ
およびＢ画像を読み出し、通常光画像処理部８２が、狭帯域Ｂ画像およびＧ画像を読み出
すことで、同時（略同時）に撮影された通常光観察画像および特殊光観察画像を得ること
ができる。
【００７２】
　なお、この構成においても、回転フィルタに、無色透明フィルタおよび狭帯域Ｂフィル
タに加え、狭帯域Ｇフィルタを設け、先と同様に、狭帯域Ｂ画像および狭帯域Ｇ画像から
特殊光観察画像を生成してもよいのは、もちろんである。
【００７３】
　同様に、通常のカラーＣＣＤセンサを有する内視鏡を利用する例として、図５に示す光
源装置９０を用いる構成が例示される。
　なお、図５においては、図２に示す例と同じ部材には同じ符合を付し、以下の説明は、
異なる部位を主に行なう。また、符合１２Ａで示す内視鏡において、ＣＣＤセンサ４８Ａ
は、モノクロのＣＣＤセンサではなく、前記通常のカラーのＣＣＤセンサである。
【００７４】
　この光源装置９０は、先と同様の光源６０と、分波器９２と、Ｂファイバ９４ｂ、Ｇフ
ァイバ９４ｇおよびＲファイバ９４ｒと、Ｂフィルタ９６ｂ、Ｇフィルタ９６ｇおよびＲ
フィルタ９６ｒと、合波器９８と、光ファイバ１００と、先と同様の接続部１６ａとを有
する。
【００７５】
　図示例の光源装置９０において、光源６０が照射した白色光は、分波器９２によって３
つに分波され、それぞれ、光ファイバであるＢファイバ９４ｂ、Ｇファイバ９４ｇおよび
Ｒファイバ９４ｒに入射され、合波器９８に向けて伝搬される。
　ここで、分波器９２から合波器９８に至るＢファイバ９４ｂの途中にはＢフィルタ９６
ｂが、同Ｇファイバ９４ｇの途中にはＧフィルタ９６ｇが、同Ｒファイバ９４ｒの途中に
はＲフィルタ９６ｒが、それぞれ、配置される。なお、各光ファイバと、各フィルタとの
間における光の入／出射は、公知の方法で行なえばよい。
【００７６】
　Ｂフィルタ９６ｂは、白色光をＢの狭帯域光にするフィルタである。また、Ｇフィルタ
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９６ｇは、白色光をＧの狭帯域光（もしくはＧの帯域光）にするフィルタである。さらに
、Ｒフィルタ９６ｒは、白色光をＲの帯域光にするフィルタである。
　従って、Ｂファイバ９４ｂを伝搬される光はＢフィルタ９６ｂによって狭帯域Ｂ光とさ
れ、Ｇファイバ９４ｇを伝搬される光はＧフィルタ９６ｇによって狭帯域Ｇ光とされ、Ｒ
ファイバ９４ｒを伝搬される光はＲフィルタ９６ｒによってＲ光とされて、それぞれ、合
波器９８に入射する。
【００７７】
　狭帯域Ｂ光、狭帯域Ｇ光およびＲ光は、合波器９８において１本にされ、光ファイバ１
００によって伝搬され、接続部１６ａから、内視鏡１２Ａに供給される。
　すなわち、内視鏡には、狭帯域Ｂ光、狭帯域Ｇ光およびＲ光が混合された、擬似的な白
色光が供給され、内視鏡は、この擬似的な白色光を観察光として、撮影を行なう。
　前述のように、内視鏡のＣＣＤセンサは、カラーのＣＣＤセンサである。従って、内視
鏡からは、Ｒ画像、Ｇ画像およびＢ画像が出力され、プロセッサ装置１４の記憶部７８に
記憶される。
【００７８】
　ここで、観察光は、狭帯域Ｂ光、狭帯域Ｇ光およびＲの帯域光を混合してなる擬似的な
白色光で、ＣＣＤセンサ４８Ａは、カラーのＣＣＤセンサである。従って、ＣＣＤセンサ
４８Ａが測光したＢ画像、Ｇ画像およびＲ画像を用いて、画像を生成することにより、白
色光を観察光として用いた、通常光観察の画像を生成できる。
　また、観察光のＢ光およびＧ光は、共に、その色の狭帯域光である。従って、ＣＣＤセ
ンサ４８が測光したＢ画像およびＧ画像を用いて、画像を生成することにより、狭帯域Ｂ
光および狭帯域Ｇ光を観察光として用いた、特殊光観察の画像を生成できる。
　従って、記憶部７８に記憶した画像から、特殊光画像生成部８０がＧおよびＢ画像を読
み出し、通常光画像処理部８２が、Ｒ画像、Ｇ画像およびＢ画像を読み出すことで、同時
に撮影された通常光観察画像および特殊光観察画像を得ることができる。
【００７９】
　図５に示す光源装置９０においては、各フィルタと合波器９８との間に、互いに独立し
て光量調整可能な光量調節手段を設け、各光の光量（光強度）を、Ｂ光＞Ｇ光＞Ｒ光とし
て、合波器９８に供給するのが好ましい。
　一般的なカラーＣＣＤセンサは、Ｂ、ＧおよびＲの各色のフィルタ特性により、Ｂ、Ｇ
およびＲの各色の画素は、隣接する色の領域まで感度を有する。すなわち、Ｇ画素には、
Ｇの狭帯域光に加えてＲの帯域光も入射／測光され、Ｂ画素には、Ｂの狭帯域光に加えて
Ｇの狭帯域光も入射／測光される。
　これに対して、光量をＢ光＞Ｇ光＞Ｒ光とすることにより、ＣＣＤセンサのＢ画素に入
射する光において狭帯域Ｂ光を支配的にでき、同様にＧ画素に入射する光において、狭帯
域Ｇ光を支配的にできる。これによりＣＣＤセンサが読み取った画像から、適正な通常光
観察画像および特殊光観察画像の生成が可能になる。
【００８０】
　また、観察光における光量をＢ光＞Ｇ光＞Ｒ光とした場合には、通常光画像処理部８２
において、最初に、各画像のゲイン調整を行なって、画像を、Ｂ、ＧおよびＲの光量が等
しい白色の観察光で撮影を行なった場合と、同様の画像にするのが好ましい。
　ゲイン調整は、例えば、補正係数の乗算やＬＵＴを用いた処理によって、Ｇ画像および
Ｒ画像の増幅処理や、Ｂ画像およびＧ画像の減縮処理を行い、画像を、Ｂ、ＧおよびＲの
光量が等しい白色の観察光で撮影を行なった場合と、同様とすればよい。
【００８１】
　さらに、同様に通常のカラーのＣＣＤセンサを有する内視鏡を利用する例として、図６
に示す光源装置１１０と内視鏡１１２とを用いる構成が例示される。
　なお、図６においては、図５に示す例と同じ部材には同じ符合を付し、以下の説明は、
異なる部位を主に行なう。
【００８２】
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　光源装置１１０は、４４５ＬＤ１１４と、４０５ＬＤ１１６と、光ファイバ１１８ａ、
９８ｂおよび９８ｃと、合波器１２０とを有する。
　４４５ＬＤ１１４は、中心波長４４５ｎｍの図７に示す分光特性を有するＢ光のレーザ
光源である。他方、４０５ＬＤ１１６は、図７に示す分光特性を有する中心波長４０５ｎ
ｍの狭帯域の青紫色（Ｖ）光のレーザ光源である。
　４４５ＬＤ１１４が照射したＢ光は光ファイバ１１８ａによって伝搬され、４０５ＬＤ
１１６が照射したＶ光は光ファイバ１１８ｂによって伝搬され、共に、合波器１２０によ
って１本に合波される。
【００８３】
　合波されたＢ光およびＶ光は、光ファイバ１１８ｃによって伝搬され、接続部１６ａか
ら内視鏡１１２のコネクタ３２に供給され、光ファイバ５２に入射して伝搬されて、光フ
ァイバ５２の先端から出射する。
　ここで、内視鏡１１２において、光ファイバ５２の先端部には、蛍光体１２４が配置さ
れている。蛍光体１２４は、Ｂ光の一部を吸収して、緑色～黄色に励起発光する複数種の
蛍光体（例えばＹＡＧ系蛍光体、或いはＢＡＭ（ＢａＭｇＡｌ10Ｏ17）等の蛍光体）を含
んで構成される。これにより、Ｂ光を励起光とする緑色～黄色の励起発光光と、蛍光体２
４で吸収されずに透過したＢ光とが合わされて、疑似的な白色光となる。
　なお、４０５ＬＤ１１６が照射したＶ光（Ｖレーザ光）は、この蛍光体１２４には殆ど
吸収されずに透過する。
【００８４】
　図７に、４０５ＬＤ１１６が照射したＶ光と、４４５ＬＤ１１４が照射したＢ光と、Ｂ
光によって励起された蛍光体２４による発光スペクトルの分光特性を示す。
　図７に示すように、４０５ＬＤ１１６が照射したＶ光は、中心波長４０５ｎｍの輝線（
プロファイルＡ）で表される、Ｖの狭帯域光である。
　また、４４５ＬＤ１１４が照射したＢ光は、中心波長４４５ｎｍの輝線で表される。さ
らに、Ｂ光による蛍光体２４からの励起発光光は、概ね４５０ｎｍ～７００ｎｍの波長帯
域で発光強度が増大する分光強度分布となる。
【００８５】
　従って、光源装置１１０において、４４５ＬＤ１１４のみを点灯した場合には、蛍光体
２４による励起発光光と、蛍光体２４に吸収されなかった４４５ＬＤ１１４からのＢ光と
による疑似的な白色光（プロファイルＢ）が形成され、白色光を観察光とする通常光観察
が可能となる。
　また、４４５ＬＤ１１４と４０５ＬＤ１１６との両者を点灯した場合には、さらに、プ
ロファイルＡで示すＶの狭帯域光が観察光に加わり、特殊光撮影が可能となる。
【００８６】
　すなわち、制御部１４ｂによる制御に応じて、光源装置１６において、４０５ＬＤ１１
６を所定周期でｏｎ／ｏｆｆし（あるいは高出力点灯および低出力点灯を交互に行い）、
内視鏡１１２において、この４０５ＬＤ１１６のｏｎ／ｏｆｆに同期してＣＣＤセンサ４
８Ａによって画像を撮影する。
　これに応じて、４０５ＬＤ１１６がｏｎ（高出力）の際に記憶部７８に記憶した画像か
ら、特殊光画像生成部８０がＧおよびＢ画像を読み出し、かつ、４０５ＬＤ１１６がｏｆ
ｆ（低出力）の際に記憶部７８に記憶した画像から、通常光画像処理部８２が、Ｒ画像、
Ｂ画像およびＧ画像を読み出すことで、同時（略同時）に撮影された通常光観察画像およ
び特殊光観察画像を得ることができる。
【００８７】
　なお、本例においては、４０５ＬＤ１１６のｏｎ／ｏｆｆを行なわずに、合成画像を生
成する際には、４０５ＬＤ１１６を常時点灯した状態として、同様に、同時に撮影された
通常光観察画像および特殊光観察画像を得てもよい。
【００８８】
　以上、本発明の画像処理装置について詳細に説明したが、本発明は、上述の例に限定は
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【符号の説明】
【００８９】
　１０　内視鏡装置
　１２，１２Ａ，１１２　内視鏡
　１４　プロセッサ装置
　１６，９０，１１０　光源装置
　１８　表示装置
　２０　入力装置
　２６　挿入部
　２８　操作部
　３０　ユニバーサルコード
　３２　コネクタ
　３６　ビデオコネクタ
　３８　軟性部
　４０　湾曲部
　４２　スコープ部
　４６　撮影レンズ
　４８，４８Ａ　ＣＣＤセンサ
　５０　照明用レンズ
　５２，７０，１００，１１８ａ，１１８ｂ，１１８ｃ　光ファイバ
　５６　ＡＦＥ基板
　６０　光源
　６２　コリメータレンズ
　６４　回転フィルタ
　６８　集光レンズ
　７２　回転駆動源
　７４ｒ　Ｒフィルタ
　７４ｇ　Ｇフィルタ
　７４ｂ　Ｂフィルタ
　７６　ＤＳＰ
　７８　記憶部
　８０　特殊光画像生成部
　８０ａ，８２ａ　読み出し部
　８０ｂ，８２ｂ　画像処理部
　８２　通常光画像処理部
　８２ｃ　合成用画像生成部
　８４　画像合成部
　８６　表示信号生成部
　９２　分波器
　９４ｂ　Ｂファイバ
　９４ｇ　Ｇファイバ
　９４ｒ　Ｒファイバ
　９６ｂ　Ｂフィルタ
　９６ｇ　Ｇフィルタ
　９６ｒ　Ｒフィルタ
　９８，１２０　合波器
　１１４　４４５ＬＤ
　１１６　４０５ＬＤ
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